
「
賀
陽
院
水
閑
歌
合
」

覚
書

l

l
漢
文
日
記
を
め
ぐ
っ
て
|
|

長
元
八

(一

O
三
五
)
年
五
月
十
六
日
、
関
白
左
大
臣
藤
原
頼
通

の
邸
第
賀
陽
院

(高
陽
院
)
に
お
い
て
、
法
華
三
十
講
の
法
楽
と
し

て
、
十
題
十
番
の
歌
合
が
催
さ
れ
た
。「
賀
陽
院
水
間
歌
合
」
で
あ

る
。
す
で
に
頼
通
の
父
道
長
は
、
長
保
五
(
一
O
O
二乙

年
五
月

十
五
日
に
、
京
極
殿
に
お
い
て
法
華
三
十
講
の
法
楽
と
し
て
歌
合

(「
左
大
臣
家
歌
合
」
)
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
は
こ
れ
に
倣

う
も
の
で
あ

っ
た
。
当
日
は
、
池
水
を
漕
ぎ
わ
た

っ
て
左
方
が
登
場

す
る
派
手
な
演
出
や
雅
楽
の
演
奏
な
ど
、
仙
界
か
と
見
紛
う
ば
か
り

の
宴
遊
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
の
歌
合
は
、
晴
儀
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
開
催
前
後
の
出
来
事
を
含
む

一
連
の
経
緯
は
、

北

円

正

山

歌
合
に
付
せ
ら
れ
た
漢
文
と
仮
名
の
日
記
|

|
漢
文
日
記
は
藤
原
資

業
が
書
い
て
お
り
、
仮
名
日
記
は
赤
染
衛
門
に
よ
る
か
と
い
う
'ー
ー

が
記
録
し
て
お
り
、
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
歌
合
に
は
、
次
の
注
釈
書
が
あ
る
。

『歌
合
集
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
庖

・
一
九
六
五
年

三
月
、
萩
谷
朴
校
注
H
古
典
大
系
)

『歌
合
集
』
(
日
本
古
典
全
書

・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六
九
年

十
二
月
、
峯
岸
義
秋
校
註
H
全
書
)

「王
朝
歌
合
集
』
(
和
歌
文
学
大
系
・
明
治
書
院

・
二
O
一
八
年

十
月
、
田
島
智
子
校
注
目
和
歌
大
系
)

三
注
釈
書
は
、
読
解
に
便
宜
を
与
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
歌
合
の
和

歌
史
上
の
位
置
や
当
時
の
華
や
か
な
文
化
を
知
る
上
で
、
は
た
し
た

役
割
は
大
き
い
と
評
し
て
よ
い
。
た
だ
、
歌
合
の
両
日
記
に
は
、
さ



園
文
向
学
論
叢

第
六
イ
七
輯

ら
な
る
読
解

・
検
討
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
漢
文
日
記
か
ら
、
任
意
の
箇
所
を
取
り
上
げ
て
、
主
要
な
用
例

を
引
き
な
が
ら
読
み
解
き
た
い
と
思
う
。
な
お
取
り
上
げ
る
箇
所
は

記
事
の
順
に
よ
ら
な
い
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
ま
た
そ
の
箇
所
の

ペ
ー
ジ
数
を
和
歌
文
学
大
系
に
よ

っ
て
示
し
た
。

ま
ず
本
文
に
つ
い
て
ひ
と
言
。
五
月
二
十

一
日
、
左
方
が
、
勝
利

を
祈
願
し
て
い
た
石
清
水

・
住
吉
の
神
へ
の
報
謝
の
た
め
に
淀
川
を

下
る
。
そ
の
途
次
、
「江
口
」
の
あ
た
り
で
、
漕
ぎ
寄
せ
て
く
る

「遊

女
舟
数
隻
」
を

「
任
波
容
興
」
と
描
写
し
て
い
る

(但
)。
こ
の
後

句
を
、

三
番
は、

「
波
に
任
せ
て
輿
を
容
る
」
と
読
む
。
和
歌
大
系

に
は
、
「
波
の
ま
に
ま
に
戯
れ
か
け
て
く
る
」
と
口
語
訳
が
あ
る
。

遊
女
ら
の
舟
が
漕
ぎ
寄
せ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
解

し
う
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
容
興
」
か
ら
こ
の
解
釈
が
導
け
る
で
あ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
語
を
見
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
語
は
陽
明

叢
書
『
平
安
歌
合
集
下
』
所
収
本
文
に
よ
れ
ば

「容
蹴
乙
で
あ
り
、

。

『平
安
朝
歌
合
大
成
』
も
同
様
。
し
か
し
こ
こ
は

「容
奥

(与
)
」
の

誤
写
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ゆ
る
や
か
に
動
く
さ
ま
を
表
す
語
で
あ

。
。

舞
袖
瓢
紙
梓
容
与
、
忽
疑
身
是
夢
中
遊

(『白
氏
文
集
』
巻

五
十
八
-
N
∞話、

「府
中
夜
賞
」)

ヨ
ゾ

ホ

ヒ

テ

。

。

王
船
続
分
未
レ
出
、
春
梓
容
与
沙
涯
之
問
、
孫
雌
垂
今
猶
眠
、

晩
夢
芥
芳
書
峡
之
下

(『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
上

-m
・
花
、
紀

文月名

「入
レ
夜
花
如
レ
雪
」)

は
、
進
む
舟
に
つ
い
て
用
い
た
例
。
遊
女
の
舟
が
、
波
に
揺
ら
れ
て

ゆ
っ
た
り
と
進
む
の
で
あ
る
。

な
お
記
事
は
、
「光
粉
妖
冶
、
歌
山
幽
咽
」

(位
)
と
つ
づ
く
。
あ

だ

っ
ぽ
い
遊
女
の
歌
声
は
、
「
幽
咽
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
語

は
、
有
名
な
白
居
易
の
「
琵
琶
引

(
行
)
」
(
『
白
氏
文
集
』
巻

。。

ナ
ヤ
ム

十
二

・
80ω
)
の
「
間
関
台
語
花
底
滑
、
幽
咽
泉
流
氷
下
難

」
に

も
と
づ
く
の
で
為
ろ
う
。
こ
の
二
句
は
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た

白
居
易
が
、

長
江
の
船
上
で
、
か
つ
て
都
で
も
て
は
や
さ
れ
た
妓
女

が
奏
で
る
琵
琶
の
音
を
、
氷
の
下
で
行
き
な
や
む
流
れ
の
よ
う
だ
と

評
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。
当
該
の
記
事
は
川
を
進
む
舟
中
で
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
こ
で
遊
女
ら
の

「
歌
曲
」
を
聴
い
て
い
る
。
状
況
は

「
琵
琶
行
」
と
類
似
す
る
。
遊
女
の
咽
ぶ
よ
う
な

「歌
曲
」
は
、

「
琵

琶
行
」
の
妓
女
の
そ
れ
と
似
て
い
た
よ
う
で
あ
る
|
|
落
塊
し
て
江

州
へ
流
れ
て
き
た
悲
哀
が
、
曲
調
に
反
映
し
て
い
る
|
|
。
な
お
記



者
は
こ
こ
で
、
「
幽
咽
」
と
い
う
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、
遊
女
の

「光
粉
妖
冶
」
容
貌
の
あ
や
し
い
美
し
さ
と
、
華
や
か
さ
を
失
っ
た

「
琵
琶
行
」
の
妓
女
と
の
相
違
に
、
感
興
を
お
ぼ
え
た
の
で
あ
ろ
う

A
U

。解
釈
の
問
題
を
、

二
一
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。
二
十
二
日
に
住
吉

社
へ
の
報
委
を
終
え
、
歌
会
を
催
し
披
講
が
す
ん
で
、
晩
を
迎
え
る
。

左
方

一
行
は
、

当
地
の
海
や
松
並
を
眺
め
て
感
興
を
催
し
、
あ
る
者

は

「残
月
」
に
む
か

つ
て

「懐
を
述
べ

」
、
あ
る
者
は

「
鞭
三
浮
雲
一

h
u
ち-つ

以
乗
レ
興
」
と
記
す

(∞∞
)。

こ
の

「
浮
雲
に
鞭
っ
て
」
に
つ

い
て
、

和
歌
大
系
は
、
「
浮
雲

の
方
へ
馬
を
走
ら
せ
る
」
と
訳
し
、

「
謝
安

辞
レ
功

鞭

一一
孤
雲
一而
養
レ
志
」
(
和
漢
朗
詠
集

・
述
懐

・
大
江
朝
綱
)

を
引
い
て
い
る
|
|
古
典
大
系

・
全
書
は
注
を
つ
け
て
い
な
い
|

|
。

こ
れ
は
、
藤
原
忠
平
が
摂
政
の
辞
職
を
願
い
出
た

「
為
-一
貞
信
公

一

辞
一
摂
政
一第
三
表
」
(
『
本
朝
文
粋
」
巻
四

四

)
か
ら
の
摘
句
で
あ

り
、
晋
の
謝
安
が
官
を
辞
し
て
山
林
に
身
を
潜
め
、
心
を
養
っ
た
よ

う
に
、
私
も
退
隠
し
た
い
と
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
孤
雲
」
は

世
俗
を
離
れ
た
地
を
象
徴
す
る
語
。『
朗
詠
集
』
は
、
世
俗
を
離
れ

よ
う
と
、
「
孤
雲」

に
向
か

っ
て
馬
に
む
ち
打
つ
の
意
で
あ
り
、
日

記
の
「
感
を
催
し
」
て
「
浮
雲
に
鞭
」
つ

こ
と
と
は
関
連
が
な
い
。

な
お

『朗
詠
集
」
諸
本
の
多
く
は
、
「
鞭
」
を

「
伏
」
に
作

っ
て
お

「
賀
陽
院
水
閑
歌
合
」
覚
書

り
、
こ
ち
ら
の
方
が
分
か
り
ゃ
す
い
。
と
も
あ
れ
『
朗
詠
集
』
は
例

と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

ま
た
、
こ
の

「
浮
雲
」

は
空
に
浮
か
ぶ
雲
で
は
な
く
、
馬
の
意
で

ホりヲ
hv
o西

京
雑
記
日
、
文
帝
自
レ
代
還
、
有
-一
良
馬
九
匹
↓
皆
天
下
駿

也
。
一

名
浮
雲
、
・

一
名
絶
塵
。
号
為
一
九
逸
一
(『
初
学
記
』

巻
二
十
九
・

馬
)

と
、
馬
の
名
で
あ

っ
た
も
の
が
、
「
明
月
承
一-
鞍
上
一
浮
雲
落
一一
蓋

中
こ
(
『
李
幡
百
二
十
詠
』
・
「馬」
)
と
馬
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
に

な
る
。
そ
れ
を
平
安
朝
で
も
受
け
入
れ
、

船
尾
西
廻
、
梓
一一
残
月
一而
不
レ
繋
、
馬
頭
東
去
、
策
二
浮
雲

一而

nδ
 

将
レ
行

(『
本
朝
文
粋
』
巻
九

・
弘
、
慶
滋
保
胤
「
暮
春
於
-一
文

章
院
一
健
一一
諸
故
人
赴
下
任
、
同
賦
一一別
方
山
水
深
こ

序
)

来
三
閏
月
之
余
仮
一
策
一
浮
雲
一而
放
遊

(『
本
朝
続
文
粋
』
巻

十、

藤
原
実
範
「
殿
上
花
見
」
序
。「
朝
野
群
載
』
巻

一
、
「殿

上
花
見
和
歌
」
序
)

或
策
一一
浮
雲
一不
レ
執
レ
轡
、
或
御
三
遺
風
一不
レ
顧
レ
身

(『雲
州
往

来
』
上
)

と
、
馬
の
異
名
と
し
て
用
い
る
例
が
多
い
。
右
の
「
策
」

は

「
鞭
」

に
同
じ
で
あ
り
、
む
ち
打
つ
の
意
。
問
題
の
句
は
、
あ
る
者
は
馬
に



図
文
与
論
叢

第
六
十
七
輯

乗
っ
て
走
り
出
し
楽
し
ん
だ
と
解
す
る
の
が
よ
い
。

翌
二
十
三
日
、
左
方

一
行
は
帰
洛
の
途
に
就
き
淀
川
を
測
る
。
そ

し
て

「鳥
飼
の
御
牧
を
過
ぐ
る
問
」

(印
)
|
|

「
過
」
は
、
立
ち

寄
る
意
の

「
よ
ぎ
る
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
|
|
、

「左
馬
頭
良
経

朝
臣
」
に
よ

っ
て
、
「
使
有
一
其
儲
こ

つ
ま
り
膳
が
設
け
ら
れ
た
。

け
づ

り

ひ

さ
ら
に
「

削

氷
」
も
供
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
氷
室
が
あ
る

ら
し
い
。
豪
勢
な
も
て
な
し
で
あ
る
。
「便
有
て
其
儲
一」
に
は
、
三

蓄
に
相
違
が
あ
る
。
全
長
田

・
和
歌
大
系
は
こ
の
ま
ま
で
、
古
典
大
系

は

「
儲
」
に

「
也
」
が
つ
づ
く
。
こ
れ
は
類
緊
歌
合
の
十
巻
本

・

二
十
巻
本
の
い
ず
れ
に
拠
る
か
の
速
い
で
あ
る
。
「也
」
が
あ
る
の

は
十
巻
本
。
な
お
和
歌
大
系
が

「使
ち
其
の
儲
け
有
る
」
と
読
む
の

は
誤
り
。
終
止
形
の

「有
り
」
が
よ
い
。

こ
の
後
の

「
又
献
二
削
氷
4

暑
月
鈎
汗
誰
求
一
燕
珠
一哉
」
(
mm
)

に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
「
暑
月
」
は
古
典
大
系

・
和
歌
大
系
の
本

文
で
、
全
書
は

「暑
日
」
に
作
る
。
陽
明
叢
書
に
よ
れ
ば
、
ど
ち
ら

と
も
読
み
う
る
。
こ
の
部
分
の
典
拠
で
あ
る

『拾
遺
記
』
(
巻
四
)

に
は
、
「当
一
隆
暑
之
月
一
体
白
軽
涼
」
と
あ
る
の
で
、
「
暑
月
」
が

よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
三
書
の

「燕
珠
」
に

つ
い
て
の
注
を
抜
き
出
せ
ば
次
の
と
お
り
。

古
典
大
系
|
珠
に
似
て
非
な
る
燕
珠

(燕
石
)
の
よ
う
な
な
ま

IlY 

じ
つ
か
な
御
馳
走
を
誰
が
欲
し
が
ろ
う
か
。

全

書

だ

れ
か
こ
れ
を
措
い

て
燕
珠
の
や
う
な
珍
し
い
料
理
を

求
め
よ
う
か
。
燕
珠

(燕
石
)
は
珍
ら
し
い
も
の
の
警

防
と
し
て
使
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

和
歌
大
系
|
夏
の
汗
消
し
に
誰
が
酒
を
欲
し
が
ろ
う
か
。

燕
珠
l

「宴
酒
」
を
し
ゃ
れ
た
言
葉
か
。

い
ず
れ
も

「燕
珠
」
の
理
解
に
誤
り
が
あ
る
。
こ
こ
は
五
月
二
十
三

日
に
、
「削
氷
」
を
口
に
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
汗
を
消
す
の
に
「
燕

珠
」
な
ど
求
め
た
り
し
な
い
の
意
と
な
る
。
「燕
珠
」
は
、
御
馳
走

で
も
、
酒
の
こ
と
で
も
な
い
。
こ
の
珠
は
、
黒
鮮
か
ら
千
年
に

一
度

生
ま
れ
る
と
言
わ
れ
る
珠
。
燕
の
昭
王
が
常
に
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

暑
い
盛
り
で
あ
っ
て
も
涼
が
得
ら
れ
た
と
い
う
故
事
に
も
と
づ
く
。

直
接
に
は
、

。

。

班
捷
好
団
雪
之
一扇
、
代
一
岸
風
↑以
長
忘、

燕
昭
王
招
涼
之
珠
、

当
-
沙
月
一
以
自
得

(「
本
朝
文
粋
』
巻
八

m
大
江
匡
衡

「夏
夜
守
一J
庚
申
一
侍
一
清
涼
殿
一
同
賦
↓避
レ
暑
対
ご
水
石
↓
応
レ

製
」
序
。
『江
吏
部
集
』
巻
上
。「
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上

・
間

約
京
J

i
i、

に
よ
る
。
匡
衡
は
、
月
の
光
が
砂
に
当
た
っ
た
の
を
、
「招
涼
之
珠
」

が
手
に
入

っ
た
と
言
い
、
納
涼
の
風
情
を
描
き
出
し
た
。
漢
文
日
記



の
場
合
は
、
氷
そ
の
も
の
で
涼
を
得
て
い
る
。

日
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
す
ぐ
後
、
「
大
江
御
厨
司
等
五
六
般
、
龍
一一

麟
鵜
一而
訴
レ
流
、
各
献
一一
水
鮎

一
僅
一」
(
約
)
と
あ
る
。
「大
江
御
厨

司
等」

は
、

一
行
と
と
も
に

「訴
レ
流
」
淀
川
を
湖
行
し
て
、
鵜
飼

を
披
露
し
、
「水
鮎
」
を
供
し
て
い
る
。
「鳥
飼
御
牧
」
で
の
「
盃
盤

之
備
」「
水
陸
之
珍
」
と
と
も
に
、
か
な
り
大
が
か
り
な
も
て
な
し

の
数
々
と
言
え
よ
う
。
左
方
で
は
、
藤
原
頼
通
の
男
通
房
が
方
人
で

あ
っ
た
た
め
に
、
左
方
へ
の
労
い
と
し
て
頼
通
の
配
慮
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
「大
江
御
厨
司
」
か
ら
の
奉
仕
は
、
頼
通
す
な
わ
ち

摂
関
家
と
の
繋
が
り
が
あ
る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

さ
か
の
ぼ

っ
て
左
方

一
行
は
、
二
十

一
日
に
ま
ず
石
清
水
八
幡
宮

に
詣
で

(剖
)
、
翌
日
「
山
崎
橋
下
」
で
船
に
乗

っ
て
淀
川
を
下
り
、

「能小河凶序
」
に
着
い
て
馬
に
乗
り

「住
吉
社
」
に
向
う

(位
)
。
馬
の

手
配
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
到
に
準
備
し
た
参
詣
と
言
え
よ

う
。
「熊
河
岸
」
に
つ
い
て
は
、
全
書

・
和
歌
大
系
に
は
説
明
は
な

く
、
古
典
大
系
に
は

「未
詳
」
と
あ
る
の
み
。
し
か
し
、
こ
の
地
名

は
諸
書
に
見
え
る
。
賀
陽
院
水
間
歌
合
の
四
年
前
、
長
元
四
年
九
月

か
ら
寸
月
に
か
け
て
、
女
院
藤
原
彰
子
が
石
清
水
八
幡
宮

・
住
吉
社

に
参
詣
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
詳
し
い
記
録
が

「栄
花
物
語
」
(
殿

上
の
花
見
)
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
淀
川
を
下

っ
て
、

「賀
陽
院
水
閤
歌
合
」
覚
書

(九
月
)
二
十
七
日
、
津
の
固
に
着
か
せ
た
ま
ひ
て
、

熊
川
に
着
か
せ
た
ま
ふ
。
-

二
十
八
日
の
つ
と
め
て
、
住
吉
に
着
か
せ
た
ま
ふ
。

と
あ
り
、
「
熊
川
」
で
下
船
し
て

一
泊
し
、
翌
日
船
で
住
吉
社
へ

向

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
う

一
例
挙
げ
て
お
く
。
こ
の
歌
合
か
ら

十
三
年
後
の
、
水
承
三
年
十
月
の
記
録

『宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』

に

「熊
川
」
の
名
が
見
え
る
。
ま
ず
旅
の

一
日
目
十
一

日
に
淀
川
を

。。

下
り
、

「長
柄
橋
下
」
を
過
ぎ
て

「入
レ
夜
着
-
御
熊
川
一」
し
た
。
翌

日
の

「暁
更
」
に

「自
二
熊
川
一令
レ
廻
給
」
い
、
住
吉
社
に
向
か
っ

て
い
る
。
そ
し
て
高
野
山
か
ら
の
帰
路
、
天
王
寺
を
参
詣
し
て
陸
路

を
通
り

「
入
レ
夜
着
二
御
熊
川
御
宿
こ

し
た

(十
九
日
)。
こ
の
場
所

は
当
時
の
淀
川
の
河
口
近
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「熊
川
」
と
の
関
わ
り
で
、
も
う

一
つ
地
名
を
取
り
上
げ
た
い
。

住
吉
社
で
の
報
委
を
終
え
た
左
方

一
行
は
、
二
十
三
日
の

「辰
時
」

に

「
大
波
」
で
乗
船
し
て
帰
途
に
就
い
た

(的
)。

こ
の

「大
波
」

に
つ
い
て
、
全
書
と
和
歌
大
系
に
は
言
及
が
な
く
、
古
典
大
系
は

「未
詳」

と
注
す
る
。
こ
の
地
名
も
諸
書
に
見
え
る
。
頼
通
の
父
道
。。

長
は
、
高
野
山
参
詣
の
帰
途
天
王
寺
を
参
詣
し
て
か
ら

「
国
府
大
渡

下
」

へ
向
か
い
、
こ
こ
で
船
に
乗
り
淀
川
を
上

っ
て
い
る

(『
扶
桑

略
記
』
治
安
三
〈
一

O
二
三
〉

年
十
月
二
十
八
日
)
。
ま
た
降

っ
て

や
が
て

五
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永
保
元

(一

O
八

こ

年
三
月
二
十
日
、
藤
原
師
実
が
住
吉
社
へ
向

か
う
。
「
淀
津
」
で
乗
船
し
て
下
り
、
「酉
終
着
一一
御
大
波
一」
す
。
そ

し
て
「
令
レ
騎
一一
御
馬
こ

め
、
「
住
吉
南
浜
仮
屋
」
に
到
着
し
て
い
る

(『
帥
記
』)。

「熊
川
」
と
「
大
渡
」
は
、
同

一
の
場
所
で
あ
ろ
う
と

い
わ
れ
て
い
る
。
と
も
に
そ
こ
で
乗
船
し
て
お
り
、
主
要
な
港
津
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
先
の
水
行

・
陸
行
の
起
点

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

一
つ
の
作
品
の
中
で
、
同

一
の
地
を
異
な
る

名
で
呼
ぶ
の
か
と
い
う
疑
問
は
あ
る
。
両
者
は
近
接
し
て
い
る
可
能

性
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
地
名
を
異
に
す
る
の
は
解
せ
な
い
。
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。

通
常
漢
詩
文
は
、
過
去
の
し
か
る
べ
き
典
籍
や
著
名
な
表
現
等
を

踏
ま
え
て
制
作
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詩
文
に
誰
も
が
知
る
表
現

や
語
黍

・
故
事
な
ど
を
ち
り
ば
め
る
の
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
。
こ
の

歌
合
の
漢
文
日
記
で
も
そ
れ
は
言
え
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
、

主
要
な
典
拠
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
歌
合
当
日

(十
六
日
)
、
左
方
の
歌
人
ら
が
現
れ
る
場
面

(引け

・
万
)
を
取
り
上
げ
よ
う
。
賀
陽
院
の
寝
殿
の
背
後
に
あ
る
池

ムノ、

(「
後
池
」)

の
ほ
と
り
に
「
文
殿
」
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
船
で
出
発

し
て
、
寝
殿
の
東
の
流
れ

(
「
梶
援
」
)
を
経
て
や

っ
て
来
る
。
そ
し

て
同
乗
し
て
い
る
「
伶
人
」
ら
が
楽
を
奏
す
る
。
左
方
の
登
場
は
ま

こ
と
に
華
や
か
で
あ
る
。

一
方
右
方
は
、
そ
の
宿
所
が
、
歌
合
の
場

で
あ
る
「
水
閣
」
の
「
南
廊
」
に
あ
り
、
左
方
の
よ
う
な
演
出
な
ど

は
な
い
。
こ
の
差
は
、
左
方
の
「
方
人
」
に
頼
通
の

「家
督
」

通
一房

が
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
日
記
は
左
方
が
や
っ
て
来
る
模
様
を
、

カ

カ

ヲ

糸
竹
録
縦
、
池
水
湛
然
。
遂
不
レ
知
一
方
外
也
人
間
也
↓
亦
不
レ

知
一山
昆
関
歎
蓬
滅
歎
↓
縦
観
之
者
、
目
不
-一
斬
由捨
一ム矢

(花
)

と
描
い
て
い
る
。
三
注
釈
書
に
典
拠
等
の
指
摘
は
な
い
。
ま
ず
管
絃

は

「録
縦
」
と
奏
で
、
そ
の
船
が
浮
か
ぶ
池
の
水
は
溢
れ
ん
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
対
句
は
、
目
の
前
の
光
景
が
あ
ま
り
に
す
ば
ら

し
く
、

「方
外
」
(
世
俗
の
外
)
か

「
人
間
」

(人
の
世

・
世
間
)
か、

ま
た

「昆
間
」
(
西
方
に
あ
る
神
仙
の
山
)
か

「
蓬
滅
」

(蓬
莱
と
滅

州
。
東
方
の
海
上
に
あ
る
神
仙
の
山
)
か
が
分
か
ら
ず
、
戸
惑
う
ほ

ど
だ
と
い
う
。
仙
界
を
努
露
さ
せ
る
景
観
で
あ
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ

ふ
品
、

O

ム

y

パ
サ
ヲ
。
。

指
-一
蓬
査

一
而
翻
レ
翰
、
望
ニ
昆
関
一
而
揚
レ
立
国
(
『
文
選
』
巻

十
四
、
南
朝
宋
の
飽
昭

「
舞
鶴
賦
」
。
口
口
向
注

「蓬
査
毘
閥
皆

仙
山
也
」)



。

。

。

。

。

。

。

ム
O

O

A

企
ム
ム
O

A

遂
不
レ
知
三
方
外
也
塵
中
也
一
又
不
レ
知
一一
露
莱
乎
雲
関
乎
一
(『
本

朝
文
粋
』
巻
十

一
・
湖
、
大
江
朝
綱
「
重
陽
日
侍
レ
宴
、
同
賦
一-一

寒
雁
識
二
秋
天
↓
応
レ
製
」
序
)

O

A

。

。

。

。

。

。

。

不
レ
弁
一一
窓
梅
歎
門
柳
歎
一
又
不
レ
知
-一
野
杏
歎
園
桃
歎
一
(同
巻

十

初

、
大
江
朝
綱

「晩
春
陪
二
上
州
大
王
臨
水
閣
一
同
賦
-一
香

乱
花
難
F

識
。
応
レ
教
」
序
)

な
ど
に
も
と
e

つ
い
て
い
る
。
は
じ
め
の

「
舞
鶴
賦
」
は
、
仙
禽
と

な
っ
た
鶴
が
、
神
山
を
目
指
し
て
飛
び
立
つ
様
を
描
く
。
次
の
朝
綱

の
詩
序
は
、
重
陽
の
節
会
に
連
な

っ
た
時
の
え
も
言
わ
れ
ぬ
感
嘆
を

表
現
し
て
い
る
。
記
事
は
こ
の
詩
序
の
措
辞
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
い
る
。
そ
の

「塵
中
」
は

「人
間
」
に
置
き
換
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
第
三
例
は
同
じ
語
法
で
、
朝
綱
の
作
で
も
あ
り
、
参
看
の

一
つ

と
言
え
よ
う
。
な
お
、
「
昆
関
」
と

「
蓬
滅
」
の
対
を
な
す
例
に
、

。

。

。

。

「想
二
蓬
滅
一分麻酔
レ
親
、
望
一一
昆
間

一分
難
レ
期」

(『
初
学
記
』
巻
五

・

総
載
山
、
初
唐
太
宗
「
小
山
賦
」)
が
あ
る
。

賀
陽
院
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
は
、
「縦

観
之
者
」
好
き
な
よ
う
に
見
て
い
た
人
た
ち
も
、
こ
の
世
の
も
の
と

も
思
え
ぬ
光
景
か
ら
、
「目
不
一
暫
捨

一矢
」
視
線
を
外
せ
な
か

っ
た
、

じ
っ
と
見
入

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
表
現
は
経
典
等
に
例
が
多
い
。

。
。
。
。

曲
レ
餌
恭
敬
、
ム
ロ
掌
向
レ
例
。
路
一一
仰
尊
顔
一
目
不
一L
官
捨
↓
仰

「賀
陽
院
水
閣
歌
合
」
覚
書

神
力
故
、
各
於
二
掌
中
一
微
妙
香
花
、
自
然
盈
満

(『
大
般
若
波

羅
蜜
多
経
』
巻
四
五
七
・
第
二
分
堅
非
堅
品
第
六
十
四
之
二
)

。
。
。
。

皆
悉
煉
懐
、

一
心
合
掌
、
暗
一一
仰
世
尊
一
目
不
三
官
捨

一
(「
法

華
経
』
授
記
品
)

感
レ
之
逼
レ
身
、
目
不
一一
暫
恥

一
(『本
朝
文
粋
」
巻

十

加

、
大

江
朝
綱

「紅
桜
花
下
作
。
応
一
太
上
法
皇
製
一」
序
)

仏
の
姿
を
見
て
少
し
も
目
が
離
せ
な
か

っ
た
と
い
う
感
嘆
を
表
し
て

い
る
。
最
後
の
例
は
こ
れ
を
応
用
し
、
桜
花
賞
翫
の
場
に
お
け
る
、

酒
宴
や
奏
楽
に
目
を
奪
わ
れ
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
後
の
文
章
は
、
特
定
の
典
拠
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
が
、

本
文
に
問
題
が
あ
り
そ
う
な
の
で
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
対

句
に
よ
っ
て
建
物
内
の
様
子
を
描
き
出
す

(万
)
。

、、
或
衣
色
昭
…
曜
於
簾
中
、

一

(9
v

f

或
香
気
酷
烈
於
艦
外
。

室
内
の
あ
で
や
か
な
衣
装
の
輝
き
と
外
に
ま
で
放
た
れ
る
強
い
香

気
。
女
房
ら
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「酷
烈
」
は
過
度
の
表
現
で
は

あ
る
が
、
五
月
半
ば
の
蒸
し
暑
さ
と
相
ま

つ
で
む
せ
返
る
よ
う
な
香

が
漂

っ
た
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
評
し
て
、

斯
乃
優
悠
好
ニ
耳
目

一之
娯
也

(布
)

タ
ノ
シ
ミ

コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
、
優
悠
耳
目
ヲ
好
ク
ス
ル
娯
ナ
リ

(全
書
)

七
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斯
れ
乃
ち
優
悠
耳
目
を
好
ば
し
む
る
娯
し
み
な
り

(古
典
大

系

・
和
歌
大
系
)

と
、
観
衆
の
耳
目
を
楽
し
ま
せ
た
と
い
う
。
た
だ
、
「
優
悠
」
の
落

ち
着
き
が
よ
く
な
い
。
そ
れ
に
用
例
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
こ
こ
を

古
典
大
系
は
「
そ
う
し
た
も
の
が
又
、
と
り
も
直
さ
ず
耳
目
を
喜
ば

し
め
る
優
美
高
雅
な
娯
し
み
と
な
っ
て
い
る
事
を
指
す
」
、
和
歌
大

系
は
「
こ
れ
は
の
ど
や
か
に
耳
目
を
喜
ば
せ
る
楽
し
み
で
あ
る
」
と

解
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
な
る
の
か
と
は
思
う
が
、
本
文
に
何

ら
か
の
欠
陥
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
「
斯
乃
」
と
前
文
を
承
け
て
お

り
、
「
衣
色
」
の
輝
き
と
強
烈
な

「
香
気
」
は
、
0

・
で
あ
る
と
言

う
。
こ
の
前
後
に
対
を
な
す
箇
所
が
多
い
点
を
考
慮
す
る
と
、

を
想
定
し
て
、

欠
字

¥
優
悠
一
好
、

斯
乃

一

[

f

耳
目
之
娯
也
。

の
よ
う
な

一
文
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
こ
れ
が
本
来
の

姿
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
的
確
な
解
釈
は
む
つ
か
し
い
。
表

現
の
用
例
を
さ
が
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
対
を
な
す
後
句
は
、
紀
淑
望

「
古
今
和
歌
序
」

(『
本
朝
文
粋
』
巻
十

一

四
)
の
「
但
見
二
上
古
之

0

0

0

ム

歌
一
多
存
-一
古
質
之
語
一
未
レ
為
-一
耳
目
之
翫
一
徒
為
一一
教
戒
之
端
こ

や
同
類
の
語
句
に
も
と
づ
く
で
あ
ろ
刊
。
そ
う
な
る
と
前
句
が
問
題

ji、

と
な
る
が
、
や
は
り
「
優
悠
」
は
難
物
で
あ
る
。
後
考
に
侠
つ
。

そ
し
て
、
左
方
の
人
々
が
到
着
し
て
下
船
し
た
と
こ
ろ
で
、
庭
園

の
景
観
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る

(
万
)
。

異
草
雑
樹
、
奇
巌
怪
石
、
千
名
万
形
、
不
レ
可

一問
機
而
記
一之
。

珍
奇
な
草
や
木
、
奇
怪
は
岩
石
は
、
様
々
な
名
前
を
持
ち
変
化
に
富

ん
だ
形
状
で
あ
り
、
詳
し
く
書
き
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
あ
る
。

異
郷
を
思
わ
せ
る
植
物
や
地
形
を
描
き
出
す
に
当
た

っ
て
は
、
先
行

す
る
作
品
の
表
現
を
利
用
し
て
い
る
。

。。
0

0

0

6

0

0

ム
。

。

。

。

此
外
奇
巌
怪
石
之
子
象
万
形
、

霊
樹
異
草
之
大
隠
無
名

(「
本

朝
文
粋
』
巻
十
川
、
慶
滋
保
胤

「
冬
日
於
二
極
楽
寺
禅
房
一

向
賦
-一
落
葉
声
如
下
雨
」
序
)

が
出
典
で
あ
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
「
異
草
雑
樹
、

奇
巌
怪
石
」

の
対
句
は
、
保
胤
の
詩
序
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
る
。
出
典
の

「
千
象
万
形
」
は
「
大
隠
無
名
」
と
対
を
な
す
が
、
日
記
の

「
千
名

万
形
」
に
は
対
を
な
す
句
が
な
く
、

「不
レ
可
二
脱
線
而
記
一之
」
と
つ

ごつ
く
。
こ
の
句
に
も
出
典
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

関
連
し
て
次
の
表
現
も
、
保
胤
の
こ
の
詩
序
を
利
用
し
て

い
る
。

漢
文
日
記
の

「
雄
一一講
経
畢
一
僧
侶
未
レ
退
。
蓋
為
レ
見
-一
象
外
之
佳

遊
一也
」
(九
)
つ
ま
り
法
華
三
十
講
が
終
わ

っ
て
も
僧
た
ち
が
帰
ら

な
い
の
は
、

「象
外
」
世
俗
と
は
異
な
る
こ
の
邸
内
に
お
け
る
、

「佳



。。

遊
」
を
見
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
記
す
。
保
胤
の
詩
序
に
は、

「
蓋
象

。。
外
之
境
、
壷
中
之
天
也
」
と
あ
り
、
極
楽
寺
を
俗
外
の
地
と
見
な
し

て
い
る
。
漢
文
日
記
は
こ
れ
を
参
考
に
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
俗
界

と
は
異
な
る
空
間
を
描
く
上
で
こ
の
詩
序
は
有
効
で
あ

っ
た
。

じ
つ
は
保
胤
詩
序
の

「此
外
奇
巌
怪
石
」
以
下
に
は
典
拠
が
あ
る
。

堂
北
五
歩
、
拠
-一層
崖

・
積
石
、
山
飲
空

・
援
現
一
雑
木
異
草
、

O

ム

O

ム

O

蓋
一一覆
其
上
↓
・::・
陰
晴
顕
晦
、
昏
旦
含
吐、

干
変
万
状
、
不
レ

O

ム

。
。
。

ム

可
二
帰
紀
、
蹴
繊
而
言
一
(『
白
氏
文
集
」
巻
二
十
六

-
E己、

「草
堂
記
」)

こ
れ
は
、
中
唐
の
詩
人
白
居
易
が
、
江
州
の
司
馬
時
代
に
建
て
た
草

堂
と
、
そ
の
周
辺
の
景
観
を
描
い
た
文
章
で
あ
る
。
そ
の
地
は
、
名

峰
鹿
山
の
山
北
に
当
た
り
、
香
雌
峯
と
遺
愛
寺
と
の
聞
に
位
置
す
る
、

鹿
山
の
中
で
も
随

一
の
絶
景
で
あ

っ
た
。
「堂
北
五
歩
」
以
下
は
、

草
堂
近
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
形

・
滝
や
泉
な
ど
の
水
流

・
草
木
の
姿

を
描
き
、
加
え
て
四
季
折
々
の
風
情
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
引
用
箇

所
の
よ
う
に
、
時
と
と
も
に
変
化
す
る
眺
め
は
と
う
て
い
語
り
尽
く

せ
な
い
と
言
う
。
こ
の
表
現
を
保
胤
が
取
り
入
れ
て
詩
序
を
書
き、

そ
れ
を
資
業
が
利
用
し
た
と
い
う
経
緯
を
推
測
で
き
よ
う
。
「
敵
綾
」

は
、
く
わ
し
く
、
こ
ま
か
く
、
つ
ぶ
さ
に
述
べ
る
の
意
。

ア

7

0

0

斯
実
神
妙
之
響
象
、
嵯
難
三
得
而
蹴
綾
一(『
文
選
』
巻
五
、
耳目

「賀
陽
院
水
閣
歌
合
」
覚
告

の
左
思

「呉
都
賦
」)

詩
髄
脳
有
二
毎
レ
句
之
文
一則
蹴
綾
也

(『
本
朝
文
粋
』
巻
七
-

m、
紀
斉
名

「
弁
一↓
申
文
章
博
士
大
江
朝
臣
匡
衡
愁
申
学
生
同

時
棟
省
試
所
レ
献
詩
病
累
蝦
謹
一状
」)

な
ど
、
例
は
多
い
。
「不
レ
可
ニ
臨
綾
而
記
一之
」
は
表
現
の
類
似
か
ら

し
て
、
「
草
堂
記
」
の

一
節
を
活
か
し
た
と
見
て
よ
い
。

歌
合
に
勝
利
し
た
左
方
の
歌
人
ら
は
、
二
十

一
日
か
ら
二
十
四
日

に
か
け
て
、
報
謝
の
た
め
に
石
清
水
八
幡
宮
と
住
吉
社
に
参
詣
し
て

い
る
。
二
十
二
日
、

一
行
は
住
吉
社

「礼
殿
」
で

「奉
幣
」
し
、
つ

い
で

「社
司
」
に

「禄
」
を
た
ま
う
。
す
る
と

「社
司
」
は
、
「避
レ

座
再
拝
」
し
た
と
あ
る

(但
)。

こ
の

「避
レ
座
」
は
座

っ
て
い
る
敷

物
を
起

っ
て
退
く
行
為
で
あ
り
、
敬
意
を
一示
す
へ
り
く
だ

っ
た
所
作

で
あ
る
。二一
書
と
も
こ
こ
に
説
明
を
加
え
て
い
な
い
。
こ
の
語
は
、

『孝
経
』
(
開
宗
明
義
章
)

の

「命
日
子
避
レ
席
目
、
参
不
レ
敏
、
何
足
二

以
知
F

之
」
に
も
と
づ
く
語
。
曾
参
が
師
に
対
し
て
自
分
の
愚
か
さ

を
認
め
、
教
え
を
請
う
た
め
に
謙
虚
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
語
は、

相
如
於
レ
是
避
レ
席
而
起
、
遼
巡
而
揖
日

(「
文
選
』
巻
十
三
、

南
朝
宋
の
謝
恵
連

「雪
賦
」)

と
も
あ
る
。
平
安
時
代
に
お
い
て
も
、
「臣
等
謹
奉
一一勅
旨
一
避
レ
席

:JL 
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六
十
七
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議
日、

(『
菅
家
文
革
』
巻
七

・町、

「未
レ
旦
求
レ
衣
賦
」
)
と
、

勅
旨
を
承

っ
た
際
の
所
作
に
も
み
え
、
「避
レ
座
」
と
同
じ
意
で
あ
る
。

。
。

「太
閤
執
レ
盃
、
進
一-
居
上
頭
↓
摂
政
避
レ
座
、
向
一一
居
右
大
臣
一」
(『
小

右
記
』
寛
仁
二
年
十
月
十
六
日
)
は
、
「太
閤
」
藤
原
道
長
の
娘
威

子
が
立
后
し
た
時
に
催
し
た
祝
宴
の

一
一闘
で
、
上
席
に
来
た
道
長
に
、

「摂
政
」
頼
通
が
座
を
譲
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
敬
意
を
込
め
て
い
な

い
と
は
言
え
な
い
が
、
席
を
父
に
譲

っ
た
と
解
し
て
よ
い
。
当
時
の

古
記
録
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
用
法
で
あ
る
。
な
お
こ
の
後
道
長

は
有
名
な

「
こ
の
世
を
ば

・・

」
の
歌
を
詠
む
。
日
記
の
「
避
レ
座」

は
、
「社
司
」
の
威
儀
を
正
し
た
振
る
舞
い
で
あ
る
。
場
の
雰
囲
気

を
現
し
て
い
る
。
注
意
し
て
お
き
た
い
。

と
ぞ
っ
ら

こ
の
後
、
「
十
列
」
「
音
楽
」
や
歌
会
が
、
「
達
レ
旦
不
レ
寝
」
夜
明

け
ま
で
つ
づ
い
た

(位
)
。
日
記
は
歌
会
の
真
名
序

(資
業
作
)
と

和
歌
を
書
き
記
し
て
い
る
。
序
の
表
現
の
出
血
(
を
指
摘
し
て
お
く
。

愛
蓬
壷
侍
臣
数
輩
、
風
雲
随
レ
手
、
煙
霞
在
レ
心
之
者

(前
)

は
、
歌
合
の
参
加
者
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
は
宮
廷

の
侍
臣
で
あ
り
、
和
歌

(「
風
雲
」
)
を
思
う
が
ま
ま
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
、
風
趣

(「
煙
霞
」
)
を
心
に
持
つ
者
た
ち
だ
と
い
う
。
こ
の

後
半
の
対
句
を
構
成
す
る
「
随
手
|

|
在
心
」
は
、
紀
斉
名

「
仲
秋

陪
-一
中
書
大
王
書
閑
ペ
同
賦
-一
望
レ
月
遠
情
多
↓
応
レ
教
」
序

(『
本
朝

。

一}

。

。

。

。

文
粋
』
巻
八

-m
)の
「
大
王
賢
智
在
レ
心
、
文
彩
随
レ
手
」
を
用
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
語
の

一
致
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
煙
霞
」

と
「
文
彩
」
が
あ
り
、
と
も
に
風
流
韻
事
に
関
わ
る
内
容
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
勝
利
し
た
「
我
党
」

(左
方
)
の
文
藻
を
讃
え
、

詞
華
檀
レ
艶
、
宛
類
-一
春
花
之
綻
古
林、

回
心
露
添
レ
光
、
奈
二
何
秋

月
之
出
下
嶺

(部
)

と
評
す
る
。
こ
の
隔
句
対
の
前
半
、
和
歌
の
美
し
さ
は
春
の
花
が
ほ

こ
ろ
ぶ
か
の
よ
う
で
あ
る
と
す
る
表
現
は
、
こ
れ
と
い

っ
た
出
典
を

見
い
だ
し
て
い
な
い
が
、
紀
淑
望

「古
今
和
歌
序
」

(『
本
朝
文
粋
』

〉
4

0

0

0

0

企

巻
十

一

組
)
が
「
臣
等
詞
少
二
春
花
之
艶
一
名
窃
一
秋
夜
之
長
こ

と
、
詞
の
美
し
さ
が
少
な
い
と
謙
遜
す
る
対
句
を
利
用
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
後
半
は
、

O

O

O

A

O
 

秋
夜
待
レ
月
、
綾
望
二
出
レ
山
之
清
光
一
(『菅
家
文
草
』
巻
五

・

初
、
「
早
春
観
レ
賜
一一
宴
宮
人
一

同
賦
レ
催
レ
粧
。
応
レ
製
」
序
、

『本
朝
文
粋
』
巻

九

加

)

に
拠
る
と
見
て
よ
い
。
こ
れ
は
宴
席
に
現
れ
る
宮
人
ら
の
美
し
さ
を

称
賛
し
て
い
る
。
隔
句
対
の
後
半
は
、
我
々
の
詩
想
は
輝
い
て
お
り
、

山
か
ら
昇
る
澄
ん
だ
月
光
を
仰
ぐ
か
の
よ
う
だ
の
意
と
な
る
。
「奈

何
」
は
、
ど
う
し
よ
う
か
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
の
意
と
な
る
こ
と



が
多
い
が
、
こ
こ
は
、
源
順
「
三
月
尽
日
、
遊
三
五
覚
院
一
同
賦
一一
紫

藤
花
落
鳥
関
関
一」

序

(
『本
朝
文
粋
』
巻
十
一

政
)
の
「
春
酔

和
レ
顔
、
末
利
夫
人
之
色
不
レ
異
、
清
吟
驚
レ
耳
、
善
唄
比
丘
之
声
奈

。何」
と
同
じ
く
、
似
て
い
る
、
違
い
は
な
い
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
和
歌
大
系
は
、
こ
の
部
分
を
「
思
露
光
を
添
ふ
る
こ
と
秋
月
の

い

づ

れ

嶺
を
出
づ
る
に
奈
何
ぞ
や
」
と
読
む
が
、
「
い
づ
れ
ぞ
や
」
で
は
、

ど
ち
ら
な
の
か
、
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る
の
か
の
意
と
な
り
、
文

い

か

ん

意
に
は
合
わ
な
い
。
「
・:・:出
づ
る
と
奈
何
」
(

:・
と
比
べ
て
ど
う

な
の
か
、
引
け
は
と
ら
な
い
、
同
等
の
も
の
だ
)
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
|

|
対
を
な
す
前
半
に

「宛
類
」
(
似
る
、
ち
ょ
う
ど
ー
の
よ

う
だ
の
意
)
と
あ
る
の
は
参
考
に
な
る
|
|。

こ
の
歌
合
の
漢
文
日
記
は
、
『和
漢
朗
詠
集
」
「
本
朝
文
粋
』
を
利

用
し
た
箇
所
が
多
い
。
当
時
の
詩
人

・
歌
人
と
し
て
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
作
者
藤
原
資
業
と
し
て
は
、
周
知
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
、

ど
れ
だ
け
新
し
さ
を
盛
り
込
み
、
確
か
な
記
事
と
す
る
か
に
腐
心
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
歌
合
の
舞
台
で
あ
る
賀
陽
院
を
、
外
界
と

は
異
な
る
特
別
な
空
間
で
あ
る
と
強
調
し
つ
つ
、
歌
合
を
め
ぐ
る

一

連
の
出
来
事
が
、
い
か
に
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
か
を
揃
こ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
漢
文
日
記
は
、
歌
合
の
最
中
に
お
け
る
主
催
者
頼
通
の
動
静

「賀
陽
院
水
閤
歌
合
」
覚
書

に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
い
。
し
か
し
、
賀
陽
院
の
建
物

・
庭
園
そ
の

も
の
が
権
威
の
象
徴
で
あ
り
、
歌
合
当
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
、

そ
の
風
流
韻
事
を
領
導
す
る
頼
通
の
姿
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
左
方

一
行
が
報
委
の
た
め
に
、
石
清
水

・
住

吉
社
に
参
詣
し
て
、
奉
幣

・
賜
禄
・
十
列
や
音
楽
の
奉
納
な
ど
を
し

て
い
る
。
帰
途
に
は
、
「
鳥
飼
御
牧
」
で
賀
沢
な
膳
を
供
せ
ら
れ
、

淀
川
を
上
る
際
に
は
「
大
江
御
厨
司
等」

の
船
が
同
行
し
、
「水
鮎
」

を
献

っ
た
。
こ
れ
ら
豪
華
な
参
詣
や
も
て
な
し
は、

五
位
程
度
で
あ

る
左
方
の
歌
人
た
ち
に
は
、
通
常
で
は
与
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
過
分
な
待
遇
や
報
謝
は
、
す
べ
て
頼
通
の
計
ら
い
あ
る
い
は
後

援
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
日
記
の
記
者
藤
原
資
業
は
、
そ
の
意

向

・
威
厳
を
あ
ら
わ
に
は
捕
か
な
い
。
書
か
ず
と
も
誰
も
が
察
し
た

ア

ア

は
ず
で
あ
る
。
漢
文
日
記
の
末
尾
に
は
、
「
於
戯
、

当
時
勝
趣
、
後

代
難
レ
伝
。
今
依
-一教
旨
一
愁
記
-
感
事
一而
己
」
と
、
頼
通
の
命
に

よ
っ
て
書
き
記
し
た
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
執
筆
の
姿
勢
に
つ
い
て
、

指
示
を
受
け
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

四

賀
陽
院
水
閣
歌
合
の
う
ち
か
ら
、
任
意
に
問
題
と
な
る
箇
所
を
取
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六
十
七
輯

り
上
げ
て
、
お
も
に
漢
詩
文
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
卑
見
を
述
べ
た
。

漢
詩
文
受
容
の
問
題
に
引
き
つ
け
す
ぎ
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
ろ
う

し
、
漢
詩
文
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
解
釈
は
可
能
で
あ
る
と
の
意
見
も

あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
を
承
知
で
言
え
ば
、
や
は
り
和
歌
や
そ

の
記
録
が
漢
詩
文
の
表
現
や
発
想
を
取
り
入
れ
、
故
事
を
詠
み
込
ん

で
い
る
こ
と
は
知
る
べ
き
だ
と
思
う
。
当
時
の
歌
人
た
ち
の
多
く
は
、

和
歌
と
と
も
に
漢
詩
文
に
も
造
詣
が
深
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
漢
文

日
記
の
作
者
藤
原
資
業
が
書

い
た
文
章
を
読
む
人
々
は
、
そ
の
背
後

に
あ
る
漢
詩
文
に
想
到
し
て
、
表
現
の
ふ
く
ら
み

・
奥
行
き
を
知
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
何
を
描
こ
う
と
し
た
か
を
理
解
し
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
点
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

も
と
よ
り
こ

の
歌
合
を
検
討
す
る
上
で
、
漢
詩
文
の
み
を
重
ん
じ

る
の
で
は
な
く
、
和
歌
の
周
辺
諸
学
を
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
本
稿
は

一
分
野
か
ら
の
試
み
で
あ
る
。
何
ら
か
の
参
考
に
な

れ
ば
と
思
い
、
寸
見
を
並
べ
た
次
第
。
こ
の
歌
合
を
十
全
に
理
解
す

る
た
め
に
は
、
漢
文
日
記
の
部
分
も
読
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
上
で
歌
合
全
体
を
読
み
直
す
こ
と
を
希
望
す
る
。

人
文
科
学
と
り
わ
け
文
学
研
究
の
基
礎
基
盤
は
、
訓
詰
注
釈
で
あ

ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
さ
さ
や
か
な
実
践
例
で
も
あ
る
。
な
お
用
例
の

見
落
と
し
ゃ
誤
読

・
誤
解
が
あ
る
か
と
恐
れ
る
。
大
方
の
ご
批
正
を

日
T
a

唱』、

。

ノ
J
r
J
/，
L
Vキー

(l
)

賀
陽
院

(高
陽
院
)
に
つ
い
て
は
、
太
田
静
六

「ょ
午
治
関
白
藤
原
頼

通
の
邸
宅

・
高
陽
院
の
考
察
」
(
『
寝
殿
造
の
研
究
」
一

九
八
七
年
二

月

吉
川
弘
文
館
、
所
収
)、
腕
谷
寿
「
藤
原
頼
通
の
高
陽
院
」
(
「平

安
貴
族
と
邸
第
』
二

0
0
0年
十
一
月
・古
川
弘
文
館
、
所
収
)
参
照
。

(2
)
藤
原
資
業
に
つ

い
て
は
、
川
村
晃
生

「藤
原
資
業
|
付
、

藤
原
資

業
和
歌
拾
遺
」
(「
摂
関
期
和
歌
史
の
研
究
』
一

九
九

一
年
四
月

・
三

弥
井
書
広
、
所
収
)
参
照
。

(3
)
『拾
遺
記
」
(
巻
四

・
燕
昭
王
)
の
該
当
本
文
は
次
の
と
お
り
。

有
一同
一存
肝
一
飛
朔
来
=
去
於
五
岳
之
上
↓
北
口
黄
帝
時
、
霧
成
子
遊

一一笑、
山
之
嶺
一
得
戸
製
俳
在
一一
高
山
庄
之
上
↓
故
知
里
…俳
能
飛
失
。

。

至
一一
燕
昭
王
時
一
有
レ
国
献
二
於
昭
王
↓
王
取
一戸
時
相
樟
之
水
一
洗
}

其
沙
泥
寸
乃
嵯
歎
目
、
白
レ
懸
二
日
月
一以
来
、
見
J

一里…
幹
生
u
珠
、

己
八
九
十
。
過
}一
此
俳
千
歳

一
生
c
珠
也
。
珠
漸
軽
細
。
昭
王
常

懐
二
此
珠
↓
当
二
隆
暑
之
月
」
体
自
軽
涼
。
号
臼
二
鈎
暑
招
涼
之

珠
-也
。

(4
)

永
承
三

(一

O
四
八
)
年
十
月
に
、
藤
原
頼
通
が
高
野
山
に
参
詣

し
た
時
の
記
録

『宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
(
平
純
国
作
)
に
は、

桂
鵜
飼
廿
般
、
宇
治
鵜
飼
十
四
般
、
依
レ
召
候
ご
御
共
↓
始
レ
自
一



ア
マ
ネ
ク

御
船
一

普
支
配
船
々
令
レ
勤
ニ
役
送
一
(十
月
十

一
円
)

過
一一
御
長
柄
橋
下
一之
比
、
漸
及
二
氏自国一…
↓
鵜
飼
等
各
燃
ヲ一
日前
火
一

普
照
二
行
路
一
(同
日
)

鵜
飼
等
迎
参
、
各
懸
一
議
火
一
五
候
一
御
船
之
先
後

(同
十
九

日
)

と
あ
り
、
宇
治
と
桂
の
鵜
飼
ら
は
、
頼
通

一
一
行
が
淀
川
を
下
り
上
る

時
に
召
さ
れ
、
付
き
添
い
奉
仕
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
摂
関
家
に

仕
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
々
の
椛
援
や
庇
護
が
与
え
ら
れ
た
は
ず

で
あ
る
。
「
大
江
御
厨
司
」
も
同
様
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
頼
通
の
高
野
山
参
詣
に
お

い
て
も
、
十
三
日
に
一
宿
し
た

「熊

川
」
か
ら
船
で
住
吉
社
へ
向
か
う
折
り
に
、

晩
更
白
熊
川
一令
レ
廻
給
。
大
江
御
厨
司
忠
光
、
引
一一
率
下
司
等
一

句
レ
手
乗
レ
燭
、
近
候
二
御
船
辺
一
為
二
路
指
南
↓

と
、
「
大
江
御
厨
司
」
ら
が
灯
り
を
手
に
し
て
|
|
船
上
で
の
こ
と

で
あ
ろ
う
|
|
、

「御
船
」
の
行
く
先
を
照
ら
し
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
参
罰
す
れ
ば
、
頼
通
の
指
示
に
よ

っ
て
、
「
大
江
御
厨
司

等
」
が
、
左
方

一
行
が
淀
川
を
湖
行
す
る
際
に
付
き
従

っ
た
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
推
測
す
る
と
、
左
方
へ
の
厚
遇

や
そ
の
派
手
な
泌
山
に
は
、
頼
通
の
配
慮
が
背
後
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

(5
)
大
村
択
生

「
平
安
時
代
の
摂
津
国
術
住
吉
社
渡
辺
党
」

(栄
原

永
遠
男

二
木
宏
編

「難
波
宮
か
ら
大
阪
へ

』
二
O
O
六
年
三
月

和
泉
許
院
、
所
収
)
、
西
本
昌
弘

「
平
安
時
代
の
難
波
津
と
難
波
宮
」

「
賀
陽
院
水
附
歌
合
」
党
書

(続
日
本
紀
研
究
会
編

『続
日
本
紀
と
古
代
社
会
」
二

O
一
四
年
十
二

月

・
塙
書
一房
、
所
収
)
参
照
。

(6
)
注

(5
)
の
大
村
氏
論
考
参
照
。

(7
)
「鈴
縦
」
の
「
斜
」
は

「楚
耕
反
、
金
戸
」

(『
築
隷
万
象
名
義
」
第

。

五
)
、
「縦
」
は
「
縦
楚
江
反
、
撞
血、

縦
字
」

(同

-
第
一
一)
と
あ

る
の
で
、
「
録
縦
」
は
、
金
属
の
当
た
る
音
を
表
す
。
金
属
立
口
に
似
た

高
い
立
目
を
奏
で
た
よ
う
で
あ
る
。

。。

時
随
二
冠
蓋
一認
レ
洞
看
、
新
楽
録
縦
古
口
寒

(『
本
朝
麗
渓
」
巻

下

・
割
、
藤
原
為
時
「
九
月
尽
日
、
侍
二
北
野
社
」
各
分
一
一

ム字

-
祉
行
」
)

は
、
そ
の
一

例
。

(8
)

「露
莱
」「
雲
間
」
に
つ
い
て
、
柿
村
重
松

『本
朝
文
粋
註
釈
』
は
、

「
露
莱
剖
開
示
品堪莱
一也
。
露
則
飾
辞
也
」
「雲
間
部
二
見
聞
-也
。
雲
亦
飾

辞
耳
」
と
注
し
て
い
る
。
と
も
に
例
を
見
な
い
認
で
あ
る
。

(9
)
こ
の
あ
た
り
の
描
写
は
、
永
承
五

(一

O
五
O
)
年
六
月
五
円
の

一桁子
内
親
王
歌
合
の
記
事
で
あ
る
、

衣
色
間
…=
一
線
於
簾
前
一
香
気
発
二
越
於
戸
外
↓
乃
縦
視
之
好
、

不
一-
俗
眼
所
U

続
。

と
似
て
い
る
。
こ
れ
は
全
舎
の
指
摘
。
す
で
に

『平
安
朝
歌
合
大
成

一ニ』

即
ペ
l
ジ
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
歌
合
の
記
事
も
藤

原
資
業
が
書
い
て
い
る
の
で
、
同
じ
表
現
が
見
え
る
の
は
当
然
か
も

し
れ
な
い
。
両
者
の
表
現
の
類
似
は
次
の
と
お
り
。



図
文
向
学
論
叢

第
六
十
七
桁

賀
陽
院
歌
合

O
叢
為
レ
見
二
象
外
之
佳
遊

一也

(九
)

O
事
出
二
意
外
一
嘉
歎
不
レ
足

(九
)

O
縦
観
之
者
、
目
不
一一瞥
捨

一

ム矢
。
或
衣
色
附
ヅ
一曜
於
簾
中
一

或
香
』一丸
酷
一L
烈
於
艦
外
一
(
万
)

O
異
草
雑
樹
奇
巌
怪
石
、
千
名

万
形
不
レ
司
=
一
織
機
而
記

一之

(
汚
)

O
其
後
内
大
臣
退
出
、
即
有
一↓

曳
出
物
}
〈龍
蹄
一
疋
〉
(
m
m
)

O
此
間
曳
一一
出
華
厩
馬
各

一
疋
↓

余
興
不
レ
尽
之
故
也
(
引
山
)

即
令
レ
題
一
和
歌
↓
楓
吟

之
問
、
遥
レ
旦
不
レ
寝
(
出
)

O
或
対
二
残
月

一以
述
レ
懐
、
或

鞭
二
浮
雲

一以
来
レ
輿
(
路
)

O
今
依
二
教
旨
」
怒
記
二
盛
事
一

而
己
(
泊
)

耐
子
内
親
王
歌
合

象
外
之
勝
遊
、
未
二
曾
有
一
者

敗
。
嘉
歎
之
余
、
右
大
臣
執
而
懐
之

衣
色
照
一一
耀
於
能
駅
前
一
香
気
軒
先
二

越
於
戸
外
↓
乃
縦
視
之
好
、
不
二

俗
眼
所
v
窺
。

風
流
之
美
、
不
レ
可
ニ
隊
総
↓

退
出
之
比
、
曳
一一出
龍
蹄
二
疋
↓

自
余
上
卿
、
達
レ
日
一退
出
。
興

味
不
レ
尽
之
故
也
。

浮
一議
半
漢
、
視
者
驚
レ
限
。

式
部
大
櫛
資
業
、
泰
二
教
旨

粗
記
之
而
己
。

四

ま
た
散
会
時
の
記
事
で
あ
る
、
「
自
余
上
卿
、
達
レ
旦
退
出、

興
味
不
レ

尽
之
放
也
」
(
夜
明
け
頃
に
帰
る
の
は
興
味
が
尽
き
な
い
か
ら
だ
)
は
、

賀
陽
院
歌
合
の
「
雄
一一講
経
畢
」
僧
侶
未
レ
退
。
蓋
為
レ
見
-一
象
外
之
佳

遊
一也
」
(
ま
だ
帰
ら
な
い
の
は
俗
外
の
遊
び
を
見
た
い
か
ら
だ
)
と

同
工
の
言
い
回
し
で
あ
る
。

(叩
)
「
耳
目
之
娯
」
は
、
「
文
選
』
序
の
「
警
下
陶
鈎
異
レ
器
、
並
為
一
入
レ

。

。

。

。

O

A

耳
之
娯
一
蹴
敵
不
レ
同
、
倶
為
中
悦
レ
日
之
玩
t
」
に
も
と
づ
く
語
。

(日
)
「
異
草
雑
樹
奇
巌
怪
石
」
に
つ
い
て
は
、
倉
田
実
氏
が
、
記
事
の
文

飾
に
関
し
て
、
保
胤
の
詩
序
が
参
考
に
な
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

(「
藤
原
頼
通
創
建

「高
陽
院
」
の
池
庭
」
、
「庭
園
の
思
想
と
平
安
文

学

寝
殿
造
か
ら
』
二
O
一
八
年
十

一
月

・
花
鳥
社
、
一
州
収
)
。
な
お
、

こ
の
直
前
の
記
事
「
糸
竹
鋒
縦
、
池
水
湛
然
」
に
つ

い
て
、
同
詩
序

の

「水
是
屈
曲
、
色
即
瑠
硝
」
と
の
対
応
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、

前
者
は
前
庭
の
池
が
水
を
滋
え
る
さ
ま
を
一言
い
、
後
者
は
庭
内
を
折

れ
曲
が
る
水
流
の
こ
と
で
あ
り
、
描
く
対
象
が
異
な
る
。

(ロ
)

長

元
八

(
一
O
一二
五
)
年
の
時
点
で
は
、
「本
朝
文
粋
』
は
成
立
し

て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄

「
『本
朝
文
粋
」
解
題
」

(『本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』
二

O
一
二
年

一
一

月

・
勉
誠
出
版
、
所
収
)
参
照
。
も
と
よ
り
こ
の
書
は
名
文
を
集
成

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
多
く
は
早
く
か
ら
流
布
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。

(日
)

四
番

「
菖
蒲
」
で
、
左
が

「
思
麦
」
の
歌
を
、
右
が
「
菖
蒲
」
の



歌
を
献
り
、
判
の
あ
っ
た
後
、
右
か
ら
左
の
誤
り
に
決
着
を

つ
け
る

べ
き
だ
と
意
見
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
殿
下
」
頼
通
が
、
勝
負

が
つ
い
て
か
ら
で
は
議
論
は
で
き
な
い
と
し
て
、
こ

の
場
を
収
め
た
。

頼
通
が
拙
か
れ
た
の
は
こ
の
時
の
み
で
あ
る
。
(神
戸
女
子
大
学
教
授
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

賀
陽
院
水
閣
歌
合

漢
文
日
記

藤
原
資
業

主
釈

「賀
陽
院
水
凶
歌
合
」
覚
書

五一


